
 

 

PG 同好会    豆知識 プレイに関する規則（ルール）    ２０１０－１－１５ 

① パークゴフのルールは、優しく、易しく作ってあります。１本のクラブデでホールアウトするまでの打数を競います。 

打数は少ない方が勝ち。 

② １ラウンド３６ホール（パー１３２）を標準とします。 

③ 罰打は、すべて２打罰、ただし空振りは打数に数えません。 

④ 競技中にプレ－ヤーは、いかなる打球の練習もしてはいけません。 

⑤ プレーヤーは打球が有利になるよう手で触ったり、クラブで動かしたり、コースを工夫してはいけません。（２打罰） 

   但し、ボールのそばの石、木片、枯葉、紙等は取り除いても OK 

⑥ 競技の妨げになるボールは、一時的に取り除くことができます。但し、この場合同意を必要とし、ボールの後方 

にマークしてから取り除きます。 

⑦ ボールに２度触れたとき、罰打となります。空振りは打数とは数えませんが、ボールが動いた時は、１打とします。 

⑧ 他人のボールを打った時は、罰打となり２打加算して打ち直しします。 

⑨ 打球が他人のボールに当った時は自分のボールはそのままに、他人のボールは元の位置に戻します。（罰打なし） 

   予めマークして球をどけてもらいましょう。 

⑩ ティーアップして打てるのは、そのホールの第１打のみで、２打目からはあるがままの状態で打ちます。 

⑪ 自分の打ったボールがまだ動いているうちに故意に止めたり、動いているボールを打つことはできません。 

⑫ 雨などにより一時的な水たまりが生じた場合、罰打なしに、カップに近づかず最も近い場所に移動できます。 

⑬ 樹木やネット等、」固定物があって打てない時は、打球不能を宣言して、（アンプレアブル）２打加算してください。こ

の場合、打つ位置はカップに近づかず２クラブの範囲内に移動して打つこと。 

⑭ ボールはクラブのヘッドの部分で打ってください。シャフト・グリップの部分で打ってはいけません。 

⑮ OB と指定してある箇所に入った場合は、２打罰を加え、入った位置からカップに近づかない箇所へ２クラブの範囲 

に置きプレーしてください。４打目となります。但し、特設ティの設けてあるホールでは、特設ティから４打目としてプレ

ーします。 

⑯ 打ったボールが紛失した場合は２打罰を加え、紛失したと思われるん場所にできるだけ近い所にボールを置いて 

プレーイしてください。 

⑯ 競技会で打数を偽って少なく申告したり、ペナルティを報告しなかった場合は、失格となりますので特に注意してくだ

さい。 

⑰ ティーグランド（マット上）以外にスタンス（足場）してショットはだめです。 

⑱ バンカー内はクラブのソールを砂地に付けてもよい。 

⑲ 前の組がホールアウトしてからショットすること。（マナー） 

⑳ ホールアウトしたら速やかに次のホールに移動してからスコアーを確認する。（マナー） 


